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項 目 要  約 

１．研究の概要 

 

次世代軽水炉や、SMR等の新型炉では高温強度の優れたSiC複合材が炉心構

造材料の選択肢となっている。最大の課題は冷却材による材料腐食や酸化で

ある。本研究は3年間の研究期間内に研究項目 

１）３次元構造体への成膜技術開発 

２）被膜性能の微小区間評価と性能マッピング 

３）プロセスインフォマティクスによる成膜技術の探索 

を達成し、その上で 

４）３次元構造体の耐食・耐酸化性能マクロ評価 

による技術立証までを行う。 

２．総合評価 
Ｓ 

・実験とプロセスインフォマティクスを組み合わせ、原子力材料として期待

の高いSiC材料において課題となる腐食問題を解決させるため、新たな成

膜技術について見通しを立てたことは高く評価できる。 

・材料開発の観点では、他分野への波及効果も期待できる。 

  

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


